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加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
（
多

胎
妊
娠
の
場
合
は
３
カ
月
前
か
ら
６

カ
月
間
）
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
さ
れ
、
満
額
納
付
済
と
し
て
扱
わ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
産
前
産
後
免
除

期
間
は
付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
ま

す
。

※
出
産
と
は
、妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
（
死
産
、

流
産
、
早
産
さ
れ
た
方
を
含
む
） 

。

対
象
者 

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
の
方

届
出
先 

市
民
課
（
１
階
５
番
窓
口
）

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除

届
出
時
期 

出
産
予
定
日
の
６
カ
月

前
か
ら
届
出
可

届
出
に
必
要
な
も
の 

年
金
手
帳
ま

た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、
母
子

健
康
手
帳
（
出
産
前
に
手
続
き
を
す

る
場
合
）

※
出
産
後
に
手
続
き
を
す
る
場
合
：

母
子
健
康
手
帳
は
原
則
不
要
。
被
保

険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合
は
、
出

生
証
明
書
な
ど
出
産
日
お
よ
び
親
子

関
係
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
が
必
要
。

問
合
先 

市
民
課 
☎
㊷
８
７
２
２

加
古
川
年
金
事
務
所 

☎
０
７
９・４
２
７・４
７
４
０

　
産
前
産
後
の
国
民
健
康
保
険
税
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）
以
上
の
出

産
が
対
象
で
す
（
死
産
、
流
産
、
早

産
さ
れ
た
方
を
含
む
） 

。

対
象
者 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
方

免
除
対
象
月 

保
険
税
の
所
得
割
額

と
均
等
割
額
か
ら
、
出
産
予
定
月
の

前
月
か
ら
出
産
予
定
月
の
翌
々
月
相

産
前
産
後
期
間
の
国
民
健
康
保
険
税 

減
免

当
分
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産
予
定
月

の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月
相
当
分
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

届
出
時
期 

出
産
予
定
日
の
６
カ
月

前
か
ら
届
出
可

届
出
に
必
要
な
も
の 

母
子
健
康
手

帳
な
ど

問
合
先 

国
保
医
療

課
☎
㊷
８
７
２
１

詳細は
こちら

①サイサイまつりのうちわデザイン決定（左から藤田華瑠さん、内橋ジョイさん、後藤百々慧さん、髙見恵理子
さん）②前夜祭のオープニングを盛り上げた“夏うた”のど自慢大会③曽我部恵一さんスペシャルライブ④加西
市吹奏楽団による生演奏⑤熱気あふれるステージパフォーマンス⑥今年も大好評だったおばけ屋敷

　
「
第
48
回
加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
」

が
８
月
２
日
、
３
日
に
市
役
所
駐
車
場

で
開
催
さ
れ
、
約
３
万
６
千
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

２
日
の
前
夜
祭
で
は
、「“
夏
う
た
”

の
ど
自
慢
大
会
」
を
開
催
し
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ラ

イ
ブ
で
は
、曽
我
部
恵
一
さ
ん
が
出
演
。

会
場
を
訪
れ
た
約
３
千
人
が
歌
声
に
聴

き
入
り
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ラ
イ
ブ
二
組

目
は
加
西
市
吹
奏
楽
団
に
よ
る
生
演

奏
。
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
か
ら
歌
謡
曲
ま
で
、
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
３
日
の
本
祭
は
、
南
・
東
の
２
カ
所

の
ス
テ
ー
ジ
で
市
民
団
体
な
ど
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
に
よ
る
躍
動
感
あ
る
演
舞
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
の
テ

ー
マ
「W

e are Kasai Fam
ily

～

み
ん
な
で
つ
な
ぐ
夏
ま
つ
り
～
」
の
も

と
、
多
く
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
や
ゲ
ス
ト

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
楽
し
み
創
造
す

る
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
毎

年
好
評
の
お
ば
け
屋
敷
は
今
年
も
チ
ケ

ッ
ト
が
早
々
に
売
り
切
れ
る
大
人
気
コ

ー
ナ
ー
で
し
た
。

　
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
約
千
発

の
花
火
が
加
西
の
夜
空
を
彩
り
、
会
場

は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

問
合
先 

加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
祭
典

委
員
会
事
務
局
☎
㊷
８
７
５
６

旧き
ゅ
う
た
か
は
ら
け
じ
ゅ
う
た
く

髙
原
家
住
宅　
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

　
西
剣
坂
町
に
所
在
す
る
旧
髙
原
家

住
宅
奥
座
敷
・
中
座
敷
の
２
棟
が
、

新
た
に
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
座
敷
は
明
治
22
年
建
築
の

入い
り
も
や
づ
く
り

母
屋
造
で
床と
こ
と
床と
こ
わ
き脇
に
天
て
ん
ぶ
く
ろ袋
付
の

清せ
い
ろ
う
だ
な

楼
棚
、
付つ
け
書し
ょ
い
ん院
を
備
え
、
室
境
に

は
四し
く
ん
し
君
子
の
透
す
か
し
欄ら
ん
ま間
を
も
ち
ま
す
。

　

中
座
敷
は
明
治
42
年
建
築
の
入
母

屋
造
で
奥
座
敷
の
北
東
に
接
続
し
ま

す
。
床
柱
に
赤
松
の
皮
付
丸
太
を
用
い

る
な
ど
、
こ
だ
わ
り
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
両
座
敷
は
池ち

せ
ん泉
鑑
賞
式
庭
園
に
面

し
て
お
り
、
庭
園
と
一
体
と
な
っ
て

開
放
的
な
文
人
好
み
の
数す

き寄
空
間
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

　
奥
座
敷
の
改
修
と
中
座
敷
の
建
築

を
行
っ
た
髙
原
重
太
郎
は
、
加
西
銀

行
の
頭
取
や
、
播
州
鉄
道
株
式
会
社

の
取
締
役
を
務
め
、
北
条
支
線
（
現

在
の
北
条
鉄
道
）
の
敷
設
に
尽
力
し

た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
先 

生
涯
学
習
課
☎
㊷
８
７
７
５

旧髙原家住宅奥座敷

　旧髙原家住宅中座敷


